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FY2010FY2010　　通期決算の概況通期決算の概況

取締役常務執行役員　　山田　一
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売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

FY2009 FY2010

+11.1%

△3.8%

＜連結＞通期業績＜連結＞通期業績

利益：百万円利益：百万円為替の影響 △2,926
　　　（¥7.19/$ 円高）

（単位：百万円）（単位：百万円）

売上高売上高
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5,809 5,934

14,004 13,997

5,428 4,966

4,061 3,698

30,56532,590

0

10,000

20,000
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60,000

70,000
材料費

外注加工費

労務費

経費

減価償却費

FY2009 FY2010
61,892 59,160

(96.1%) (95.6%)

営業利益 2,479 2,754

(　):売上比

（単位：百万円）（単位：百万円）

50.6%

8.4%

21.8%

9.0%
6.3%

49.4%

8.0%

22.6%

9.6%
6.0%

＜連結＞営業費用＜連結＞営業費用

(3.9%) (4.4%)

〔（材料費＋外注加工費）1.6%改善〕

　 59.0%→57.4%　△1,037百万円

〔経費　125百万円増加〕

　試験研究費 72百万円 ほか　

〔減価償却費　363百万円減少〕

　金型 △210百万円

　機械 △138百万円 ほか

〔期中平均レート〕

FY2009 ： 通期平均　¥ 92.82/$

FY2010 ： 通期平均　¥ 85.63/$　
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1,037

363

7

△ 1,007

△ 125

-1,500 

-1,000 

-500 

0

500

1,000

1,500

連結営業利益増減要因分析
［ FY2009 対 FY2010 ］ Total

275百万円

（単位：百万円）（単位：百万円）

減益要因

合計 △1,132

売
上
高
減
少

減
価
償
却
費
減
少

＜連結＞営業費用分析＜連結＞営業費用分析

増益要因

合計 1,407

経
費
増
加

労
務
費
減
少

材
料
費
・外
注
加
工
費

減
少
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＜連結＞営業外損益＜連結＞営業外損益

626

△ 595
△ 879

81178
△ 77△ 135

655

-1,000 

-500 

0

500

1,000
為替差損益

不動産収支

金融収支

その他

FY2009 FY2010
103 △249

(△0.4%)

経常利益 2,582 2,505

(　):売上比

（単位：百万円）（単位：百万円）

(0.1%)

〔為替差損　284百万円増加〕

　1．FY2009
2009/3   ¥ 98.23/$
2010/3   ¥ 93.04/$   5.19の円高

2．FY2010
2010/3   ¥ 93.04/$
2011/3   ¥ 83.15/$   9.89の円高(4.0%) (4.0%)
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38
△ 106

△ 378

△ 152

△ 166

90

△ 17△ 58
38

△ 485

-800 

-600 

-400 

-200 

0

200
災害による損失

固定資産売却益

固定資産除却損

製品補償損失

関係会社清算損

その他

＜連結＞特別損益＜連結＞特別損益

FY2009 FY2010
△508 △688

当期純利益

1,817

△780

1,862 1,037

（単位：百万円）（単位：百万円）

税引前利益 2,074

税金等（含税効果処理） △212

(2.9%) (1.7%)

(　):売上比

〔災害による損失　485百万円〕

　　東日本大震災による影響

　　　　固定資産滅失　379
　　　棚卸資産滅失　　30
　　　建物等修理費　　76

　　　　　　　　　　合計　485百万円
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＜連結＞業績推移（四半期別）＜連結＞業績推移（四半期別）

51

297

355

14,732

第3QTR
(10/10～12)

下　　　　期

△173

442

115

14,180

第4QTR
(11/1～3)

△122

739

470

28,912

合　計
(10/10～11/3)

1,037

2,505

2,754

61,914

合　計
(10/4～11/3)

通 期

1,159

1,766

2,284

33,002

合　計
(10/4～9)

531

829

1,069

16,946

第2QTR
(10/7～9)

628④ 当期純利益

937③ 経常利益

1,215② 営業利益

16,056① 売上高

第1QTR
(10/4～6)

上 期

922

1,300

836

32,091

合　計
(09/10～10/3)

613

536

366

15,927

第4QTR
(10/1～3)

309

764

470

16,164

第3QTR
(09/10～12)

下　　　　期

940

1,282

1,643

32,280

合　計
(09/4～9)

566

576

937

16,596

第2QTR
(09/7～9)

1,862374④ 当期純利益

2,582706③ 経常利益

2,479706② 営業利益

64,37115,684① 売上高

合　計
(09/4～10/3)

第1QTR
(09/4～6)

通 期上 期

１．FY2010

２．FY2009

（単位：百万円）（単位：百万円）
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33,002

28,912
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470
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△ 122

1,159
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売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

FY2010
4-9

FY2010
10-3

△79.4%

△12.4%

＜連結＞下期業績（対当期上期）＜連結＞下期業績（対当期上期）

売上高売上高 利益利益

（単位：百万円）（単位：百万円）
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517

116

△ 346△ 338

△ 1,763-2,000 

-1,000 

0

1,000

2,000

連結営業利益増減要因分析
［ FY2010 4-9 対 FY2010 10-3］ Total

△1,814百万円

（単位：百万円）（単位：百万円）

減益要因

合計△2,447

経
費
減
少

労
務
費
減
少

＜連結＞営業費用分析（対当期上期）＜連結＞営業費用分析（対当期上期）

増益要因

合計633

減
価
償
却
費

増
加

材
料
費
・外
注

加
工
費
増
加

売
上
高
減
少
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（単位：百万円）（単位：百万円）

２０１０/３

資産
現預金

受取手形及び売掛金

棚卸資産

固定資産

負債

純資産

買掛金及び未払金

有利子負債

資本金

自己資本比率

５６，１１３

８，７５８

１６，３３７

５，２４０

２２，１３３

２４，９８６

１０，８４１

１０，９６５

２０１１/３

２１，２０５

５，６７２

１４，８４１

７，４４２

５３，０５９

３１，１２７

７，９９６

５５．３％

２３，１９７

１０，９８１

８，９２６

２９，８６２

７，９９６

５６．０％

増減

△３，０５４

△１，３１６

△１，４９６

４３２

△９２８

△１，７８９

１４０

△２，０３９

△１，２６５

－

０．７％

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ－Ａ）

＜連結＞財政状態＜連結＞財政状態 11/32



△９５４△２５１　配当金の支払金額

８，７４９９，０７２現金等期首残高

７，３８２８，７４９現金等期末残高

１，２３３１，５８６　運転資金

△３５４△５６　自己株式の増減額

△２，０３９△６，４３４　有利子負債の増減額

△３，３４７△６，７４１財務キャッシュフロー

２，２２９６，５２３フリーキャッシュフロー

△４，００１△２，４８０投資キャッシュフロー

△４７２１，３２３　その他

３，６５２４，０２０　減価償却費

１，８１７２，０７４　税引前利益

６，２３０９，００３営業キャッシュフロー

FY2010FY2009

（単位：百万円）（単位：百万円）

＜連結＞キャッシュ・フローの状況＜連結＞キャッシュ・フローの状況 12/32



＜連結＞セグメント情報＜連結＞セグメント情報

（単位：百万円）（単位：百万円）
　FY2010

（注）その他：研究・開発、リース、不動産賃貸、ファクタリング事業

　FY2009

184

8,952

ＴＰ事業部

1,481

27,521

ＦＣ事業部

719

27,712

ＣＳ事業部

報告セグメント

64,37118664,185売上高

95

その他（注）

2,384

計

2,479

合計

（連結損益計算
書計上額）

セグメント利益

（営業利益）

△143

8,350

ＴＰ事業部

2,223

30,080

ＦＣ事業部

565

23,242

ＣＳ事業部

報告セグメント

61,91424261,672売上高

109

その他（注）

2,645

計

2,754

合計

（連結損益計算
書計上額）

セグメント利益

又は損失（△）

（営業利益）
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＜連結＞業績予想／配当の状況＜連結＞業績予想／配当の状況

8円00銭8円00銭0円00銭FY2009

9円00銭4円00銭5円00銭FY2010

年　間期　末第2四半期末

・ 年間配当金

・ 連結業績予想

FY2011 ： 未定 ⇒ 2011/7（FY2011 1Q決算発表時）に公表予定

FY2011 ： 未定 ⇒ 2011/7（FY2011 1Q決算発表時）に公表予定
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FY2010FY2010通期実績と通期実績と

　　今後の見通し　　今後の見通し

代表取締役代表取締役 社長　中村　哲也社長　中村　哲也
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東日本大震災の影響

ひたち事業所（ひたち市）ひたち事業所（ひたち市）

茨城事業所（北茨城市）茨城事業所（北茨城市）

福島第一原発

●●従業員・同居家族は無事従業員・同居家族は無事

●建物・設備が一部被害●建物・設備が一部被害

3月22日より稼動3月22日より稼動

ひたち・茨城事業所ひたち・茨城事業所

富山事業所
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　東日本大震災　被災状況：　ひたち事業所 　 17/32



＜茨城ＳＭＫ＞

　東日本大震災　被災状況：　茨城事業所　

Ibaraki SMK Co., Ltd.
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28,142
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1,300

-243 -122
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2,284

836

1,643

-1,758
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-2,136

3,165

423
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8,000

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

半期別　売上高、利益推移　　半期別　売上高、利益推移　　((FY2007FY2007～～FY2010)FY2010)

FY2007 FY2008 FY2009

（単位：百万円）（単位：百万円）

FY2010
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期別　売上高期別　売上高 & & 営業利益推移営業利益推移 （（FY2000FY2000～～FY2010FY2010））

Published number

66,438

87,659

72,742

64,371 61,914

71,860

79,074

62,814
58,13360,753

74,179

238

-851

1,155

5,654
5,166

4,2904,134

2,943
3,494

2,479 2,754

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

F
Y
2
0
0
0

F
Y
2
0
0
1

F
Y
2
0
0
2

F
Y
2
0
0
3

F
Y
2
0
0
4

F
Y
2
0
0
5

F
Y
2
0
0
6

F
Y
2
0
0
7

F
Y
2
0
0
8

F
Y
2
0
0
9

F
Y
2
0
1
0

-1,000
0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000
10,000
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売上高 営業利益

売上高：百万円売上高：百万円 営業利益：百万円営業利益：百万円
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＜＜連結＞市場別売上高推移連結＞市場別売上高推移

26,755 22,044 20,401 18,284

7,424
6,077 7,242 8,226

35,969

30,207
24,625 22,438

8,897

7,681

7,592
7,197

6,745

4,834

3,486
4,611

1,866

1,898

11571,023

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

FY2007 FY2008 FY2009 FY2010
映像･音響 電装 通信 情報事務機 電子玩具・家電 その他

87,659

72,742
64,371

88.5%88.5%

89.6%

113.6%

91.1%

94.8%

132.2%
61,914

96.2%96.2%

売上高：百万円売上高：百万円
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49,461
39,229

27,712 23,242

32,942

28,371

30,080

5,256

5,142

27,521

8,952 8,350

0

10,000
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60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

FY2007実績 FY2008実績 FY2009実績 FY2010実績

参考：＜連結＞事業部別売上高参考：＜連結＞事業部別売上高

87,659

72,742

(7%)

(39%)

(54%)

(6%)

(38%)

(56%)

64,371

(14%)

(43%)

(43%)

61,914

(13%)

(49%)

(38%)

他　242

CSCS

FCFC

TPTP
他　186

売上高：百万円売上高：百万円 （　）：構成比（　）：構成比
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849

-276

1,481

753 719

4,815

565

2,223

-143
-239

-10

184

-2,000 

-1,000 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

FY2007実績 FY2008実績 FY2009実績 FY2010実績

参考：参考：<<連結連結>>事業部別　営業利益事業部別　営業利益

CSCS FCFC TPTP

5,654

238

2,479
2,754

他　95
他　109

営業利益：百万円営業利益：百万円
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Flat Panel TVFlat Panel TV（（LCD and PDP TVs)LCD and PDP TVs)

140,346

185,973
210,804

14,411

18,351

17,817

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

CY2009(実績) CY2010(実績） CY2011(予測）

(千台) ’09-’11 CAGR: +21.7%

出所：JEITA

＜W/W生産台数＞

＜主要市場の動向＜主要市場の動向--11＞＞

■ PDP TV
■ LCD TV

203,790

229,155

154,757

＜SMKの対応＞

● 市場ニーズ対応製品の提案型
拡販の実施

薄型インタフェース
コネクタのシェアアップ

RF(無線)リモコンビジネスの拡大

シールドFFC対応コネクタの提案強化

● リモコンビジネスの売上拡大

ﾈｯﾄﾜｰｸ対応TVに向けた製品開発の促進

高周波部品の販促に注力
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

CY2009(実績) CY2010(実績） CY2011(予測）

Car Navigation SystemsCar Navigation Systems
’09-’11 CAGR: +8.0%

8,130
9,040

9,480

＜主要市場の動向＜主要市場の動向--22＞＞

＜W/W生産台数＞
(千台)

出所：JEITA

● 新規ビジネス拡大への活動強化

＜SMKの対応＞
● 純正カーナビ搭載率増加に対する

　　タッチパネルビジネスの拡大

●市場ニーズ対応製品の集中拡販

車載カメラモジュールコネクタ、

地デジ関連&アンテナ同軸コネクタ、

操作パネルの拡販強化

国内外自動車メーカーと

海外Tier1メーカーの攻略

電気自動車に対するアプローチ強化

による商品開発の推進
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983,750 988,525

151,960
289,770

437,210

972,070

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

CY2009(実績) CY2010(実績） CY2011(予測）

Mobile PhonesMobile Phones
’09-’11 CAGR: +12.6%

1,273,520

1,124,030

1,425,735

＜主要市場の動向＜主要市場の動向--33＞＞

＜W/W生産台数＞
(千台)

出所：JEITA

■ Smart Phone
■ Feature Phone

● 拡大するスマートフォン市場向け
高信頼性・差別化製品の提案

＜SMKの対応＞

● 次世代高速無線通信市場に

対する取り組み強化

タッチパネル、インターフェース

コネクタ、内部接続用コネクタ

高周波部品、

高速伝送用内部コネクタ

● 中華圏に向けた活動強化

ビジネス拡大を目指した積極提案・

拡販の実施
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CY2009(実績) CY2010(実績） CY2011(予測）

Personal ComputerPersonal Computer（（Desktop & Notebook & Tablet PCs)Desktop & Notebook & Tablet PCs)

’09-’11 CAGR: +20.1%

346,922

411,767

Notebook

Desktop  

285,664

＜主要市場の動向＜主要市場の動向--44＞＞

＜W/W生産台数＞

(千台)

出所：JEITA

■ Notebook
■ Desktop
■ Tablet Tablet

＜SMKの対応＞

● 高速通信技術に対応した
高周波部品の拡販促進

ﾓﾊﾞｲﾙWiMAX向けに同軸ｺﾈｸﾀ&MIMO
ｱﾝﾃﾅのｾｯﾄ提案模索

圧着ｺﾈｸﾀ､基板対基板

ｺﾈｸﾀ､ 静電ｽｲｯﾁなどの

差別化製品の提案促進

● 伸長するﾀﾌﾞﾚｯﾄPC市場への

取り組み強化

中華圏に重点を置いた拡販
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海外生産･売上高比率海外生産･売上高比率
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FY2011FY2011のの見通し見通し

震災からの回復による

売上増を見込む売上増を見込む

震災の影響による売上減売上減

（約（約1414億円）億円）

＊震災後の対応が得意先に評価
され、売上拡大につながる例あり。

SMK売上

　　　　　　　●電力不足への対応
　　　　　　　(自家発電導入、勤務体制変更などの節電への協力）

　　　　　　　●原発とその風評被害への対応

一部部品の供給不足により、

震災の影響が残る

震災前の水準に復帰済み震災前の水準に復帰済み

●Supply Chain Management
●代替生産

1H 2H

震災の影響から回復市場・得意先

同左＋新製品等の設備増強同左＋新製品等の設備増強SMK生産
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　　FY2011 FY2011 基本方針　基本方針　 30/32
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　この資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略等に

関わる情報は、本資料の作成時点において当社が合理的に入手可能な

情報に基づき、通常予測し得る範囲内で行った判断に基づくものです。

　しかしながら現実には、通常予測し得ないような特別の事情の発生等により、

本資料記載の業績見通しとは異なる結果を生じる可能性があります。

　当社といたしましては、投資家の皆様にとって重要と考えられるような

情報について、その積極的な開示に努めて参りますが、本資料記載の

業績見通しのみに全面的に依拠してご判断されることはくれぐれも

お控えになられるようお願いいたします。

注意事項注意事項
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